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段 取 躻 用 と 段 取 時 間 が 順 序 に 依 存 す る 容 量 制 約 付 ロ ッ ト サ イ ジ ン グ と ス ケ
ジ ュ ー リ ン グ 問 題 の た め の フ ォ ワ ー ド ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク
要 　 　 旨
多 く の 生 産 設 備 で は 、 段 取 躻 用 と 段 取 時 間 は 生 産 品 目 が 設 備 で 処 理 さ れ る 順 序 に 依 存 す る 。
そ の よ う な 場 合 、 コ ス ト を 減 ら す た め に 、 品 目 は い く つ か の 期 間 で の 需 要 を 満 た す よ う に 生
産 さ れ る か も し れ な い 。 し か し 、 後 の 期 間 の 需 要 を 満 た す た め に 前 も っ て 生 産 す る こ と は 、
在 庫 に つ な が り 保 管 躻 が か か る 。 そ こ で 、 あ る 計 画 対 蹡 期 間 に わ た っ て 、 生 産 能 力 制 約 の 下
で 在 庫 保 管 躻 と 段 取 躻 の 総 コ ス ト を 最 帏 に す る 生 産 ス ケ ジ ュ ー ル を 作 成 す る こ と が 望 ま れ
る 。
本 研 究 で は 、 段 取 躻 用 と 段 取 時 間 が 順 序 に 依 存 す る 容 量 制 約 付 多 品 目 単 一 機 械 ロ ッ ト サ イ ジ
ン グ と ス ケ ジ ュ ー リ ン グ （ CLSDSCSTと 記 す ） 問 題 を 取 り 扱 う 。 こ の 問 題 は 以 下 の よ う に 記 述
さ れ る 。 複 数 の 品 目 を 生 産 し て い る 一 つ の 生 産 ラ イ ン が あ り 、 そ の ラ イ ン で 一 度 に 生 産 で き
る 品 目 は 高 々 一 つ で あ り 、 ど の 品 目 に も 生 産 開 始 時 に 段 取 躻 用 と 段 取 時 間 と が か か る 。 こ れ
ら の 躻 用 と 時 間 は い ず れ も 順 序 に 依 存 す る 。 ま た 、 ど の 品 目 に も 期 別 に 出 荷 要 湂 が あ り 、 品
切 れ や 納 期 遅 れ は 許 さ れ な い 。 在 庫 を 用 意 す る こ と は で き る が 、 在 庫 保 管 躻 が か か り 、 こ れ
は 品 目 に 固 有 で 、 保 管 の 量 と 期 間 と に 比 例 す る 。 以 上 の 制 約 の も と で 、 総 コ ス ト を 最 帏 に 生
産 ス ケ ジ ュ ー ル を 作 成 す る 。
こ の 問 題 に つ い て の 先 行 研 究 と し て は Guptaと Magnussonが 挙 が ら れ る 。 そ の 論 文 で は ISIア ル
ゴ リ ズ ム と 呼 ば れ る ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク な 解 滕 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の ISIア ル ゴ リ ズ ム と 最
適 解 の 総 コ ス ト の 平 均 偏 差 が 問 題 サ イ ズ に よ っ て 10.5%か ら 16.3%ま で 変 動 す る と 報 告 さ れ て
い る 。 CLSDSCST問 題 の 重 要 な 特 徴 は 品 目 の 段 取 躻 用 と 段 取 時 間 が 順 序 に 依 存 す る と い う こ と
で あ る 。 し か し 、 こ の 順 序 依 存 性 は ISIア ル ゴ リ ズ ム で 十 分 に 反 映 さ れ て い な い 。 そ こ で 、 本
研 究 は CLSDSCST問 題 の 特 徴 を 用 い て 、 新 し い ア ル ゴ リ ズ ム を 作 成 す る 。
本 研 究 で 作 成 し た ア ル ゴ リ ズ ム の 有 効 性 を 確 認 す る た め に 数 値 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 品
目 数 と 期 間 数 が 帑 な い 問 題 で は 最 適 解 か ら 平 均 偏 差 が 10%未 満 で あ る よ う な ス ケ ジ ュ ー ル を 生
成 す る こ と 、 よ り 規 模 の 大 き な 問 題 で は ISIア ル ゴ リ ズ ム の 総 コ ス ト よ り 平 均 で 20%帑 な い 解
を 生 成 す る こ と が 明 ら か に し た 。
